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令和４年度　心の教育振興会議の提言

＜道徳科におけるＩＣＴ活用の利点＞

考え，議論する道徳科の学習指導における効果的なＩＣＴ活用

１.国の動向
　道徳科では，答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の子供たちが
自分自身の問題と捉え向き合う「考え，議論する道徳」への転換により，道
徳性を養うことが求められています。また，道徳科の特質である「自己を見つ
める」，「多面的・多角的に考える」といった学習活動に着目し，より効果的
に行われるようにするための手段としてＩＣＴを活用することが肝要です。

２.ＩＣＴの効果的な活用
　あくまでも，道徳科の目標は道徳性を養うことです。ＩＣＴ活用が目的とならないように，ＩＣＴ活用の利点やその効果を理解し，
どのようなＩＣＴ機器の機能を，どの場面で，どのように活用すれば，道徳科の学習活動がより充実するのか十分に検討しなけ
ればなりません。本会議では，道徳科におけるＩＣＴ活用の利点について協議し，以下のように効果的にＩＣＴを活用できる学
習活動を『自分の考えをもつ』，『他者の考えを知る』の２つに整理しました。

３.各学習指導過程におけるＩＣＴ活用例

自分の
考えをもつ

他者の
考えを知る

自分の
考えをもつ

他者の
考えを知る

自分の
考えをもつ

他者の
考えを知る

他者と
議論する

● 教材文の朗読や効果音を大型モニターで提示することで，登場人物の心情に共感しやす
い。

● 児童生徒の映像を提示することで，そのときの気持ちを想起しやすい。
● 無記名で入力することで，自分の考えや経験（心の弱さ，道徳的価値を実現できた，で
きなかった経験）を表現しやすい。

● 端末に残した記録を，振り返って自らの変容，成長を実感できる。

● 端末に入力したそれぞれの考えを大型モニターや端末で共有することで，

● 少人数の学校間をつないで，多様な考えに触れさせることができる。

(1)  導入

分かっていてもなかなか実現できない道徳的行為を想起したり，
他者との道徳的価値観の違いに気付いたりして問題意識をもつ。

● 生活の様子，新聞記事等の画像の提示
● アンケート結果の提示（グラフ，テキストマイニング）

ア　児童生徒にとっては ,
・短時間で多様な多くの感じ方，考え方に触れることができる。
・グラフで傾向が把握でき，比較しやすい。
・端末上において，考えを分類，整理する等，協働で活動する
　ことができる。

イ　教師にとっては，
・振り返りの時間の確保につながる。
・児童生徒の考えを把握でき，少数意見にも着目して紹介できる。
・集約された児童生徒の考えから，指導の意図に基づいて児童生徒の考えを深める発問ができる。

(2)  展開前段

登場人物に自分を重ねて，その悩みや葛藤等の行為に共感したり，批判的に検討したりして，
ねらいとする道徳的価値を追求する。

(3)  展開後段

高められた道徳的価値を基に，自分を見つめなおしたり，よりよい生き方を自覚したりする。

【活用例】
● 教師の体験談，新聞記事，作文や日記，手紙等を提示する。【活用例】

【活用例】学習指導過程

● 書く時間を十分に確保する。

(4)  終末

本時の学習を振り返り，ねらいとする道徳的価値を自分なりに受け止め
実践化への意欲をもつ。

・　心情をグラフで表現する。
・　端末に自分の考えを入力する。

自分の感じ方・考え方を明確にする。

【話合い（対話）での交流を基本とする。】
・　互いに聞いてみたいことを交流し合う。

主体的に交流し，多面的・多角的に考える。

・　心情グラフで再度表現する。
・　自分の考えを再度入力する。

自己の考えの変容を自覚する。

・　誰の，どんな意見を聞いて気持ちが変容
　　したのか発表する（自覚する）。
・　教師が変容した考えを紹介する。

自己の考えの変容を自覚する。

・　大型モニターで映し出す。
・　端末で共有する。
・　自分の考えと比較する。
・　出された意見を分類，整理する。
・　新たな疑問を見いだす。

他者の感じ方・考え方と比較し，他者との議論の意欲付けとする。

きっと私だったら，
こんなとき，
～すると思う。

なるほど，
そんな考えもある
のか。でも･･･

なるほど，
そんな考えもある
のか。でも･･･

やっぱり自分は，
できそうにないな。
でも，～ならできそう。

○○さんの～という
意見を聞いて～と
考えが変わりました。

主体的・対話的で深まりのある「他者と議論する」過程につなげるポイント
大型モニターや端末に映し出された多様な意見を基に，疑問に思ったこと，話し合ってみた
いことを焦点化したり，ねらいとする価値に迫るために教師が問いを投げ掛けたりします。

○ どうしてそう思うのかな。 ○ ～したら，どうなるかな。
○ いつでもできるかな。 ○ 誰に対してもできるのかな。 
○ 自分ができるのはどっちかな。 ○ 自分がされたらどうかな。
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令和４年度 鹿児島県心の教育振興会議

考え，議論する道徳科の学習指導
における効果的なＩＣＴ活用
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